
  

●さる25日、

1954年のマーシ

ャル諸島ビキニ

環礁でアメリカ

の水爆実験によ

り被曝した本県マグロ漁船元乗組員の被爆の実態を35

年間ずっと追跡調査してい「太平洋核被災支援センタ

ー」の皆さんが、県の家保健康政策部長と懇談しまし

た。 

●県が2019年3月に開催予定しコロナ感染により中

止・延期していたシンポジュウム開催を求め、本県被

災船員の救済、励ましになるものにと要請。家保部長

は。要請にこたえるものとなるよう検討したいと答え

ました。 

また、三浦市がビキニ事件を語り継ぎ後世に残すと

して作成した「ビキニ事件三崎の記録」のように、県

独自の公的資料集の編纂に着手するよう「高知県核実

験被災資料集編纂委員会」を設置し、資料収集、県内

元漁船員の被災実態調査に取り組み事も求めました。

これについても家保部長はなかなか難しいとしながら

も検討課題となりました。 

●一方、すべて

の核被災者の救

済を第6条で求

め今年1月22日

に発効し、来年3

月のオーストリアで開催される「核兵器禁止条約」締

約国会議に、従前の方針を添加し、参加する事を12月

5日ドイツ政府が決定。世界の世論は、核実験などでの

被爆者救済へと大きく動き始めています。ビキニ被災

船員の救済に声を上げていきましょう。 
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